
共産自民公明民主 民 みん 未 無会 無会

党 党 党 市民 主 な 来 千葉 手塚

【主な議案】 3人 ３人 8人 3人 ８人 ３人 ４人 １人 １人

平成24年度一般会計予算、国民健康保険、介護保
険、後期高齢者医療特別会計 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

平成24年度水道事業、市立市民病院事業、下水道事
業他３特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市税条例の一部改正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

保育所・学校給食の放射能測定を求める請願 ○ × × × × × × × ○ 不採択

【意見書】
①淀川河川公園においてグランド・ゴルフの場の確
保を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

②基礎自治体への円滑な権限委譲に向けた支援策の
充実を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

③若者雇用を巡るミスマッチ解消を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

④父子家庭支援策の拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

⑤こころの健康を守り推進する基本法(仮称）の早
期制定を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

⑥公的年金の２.５％引き下げに反対する意見書 ○ × × × × × × × ○ 否決

⑦ＴＰＰへの参加中止を求める意見書 ○ × × × × × × × ○ 否決

⑧障害者総合福祉法（仮称）の制定を求める意見書 ○ × × × × × × × ○ 否決

⑨都市再生機構賃貸住宅を公共住宅として継続し居
住者の居住の安定を求める意見書

○ ○ ○ × × × × × ○ 否決

《第1回定例会の主な議案と意見書等の賛否一覧表》
結果

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
一
般

会
計
予
算
、
国
民
健
康
保
険

と
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
３
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
過
去
最
大
規
模
の

予
算
編
成
に
も
か
か
わ
ら
ず

国
保
料
や
介
護
保
険
料
の
引

き
上
げ
に
対
し
、
暮
ら
し
を

守
る
努
力
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
や
待
機
児
解
消
に
向
け

た
抜
本
策
が
示
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
反
対
し
ま
し
た
。

ま
た
給
食
の
放
射
能
測
定

を
求
め
る
請
願
は
、
つ
つ
み

議
員
が
団
を
代
表
し
、
大
阪

府
が
実
施
す
る
検
査
に
さ
え

枚
方
市
教
育
委
員
会
は
食
材

の
提
供
を
行
わ
な
い
と
指
摘

し
、
そ
の
消
極
性
を
批
判
し
、

請
願
の
採
択
を
求
め
る
討
論

を
行
い
ま
し
た
が
、
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

意
見
書
に
つ
い
て
は
⑤
～

⑨
の
案
文
を
提
出
し
、
⑤
は

公
明
党
議
員
団
の
案
文
に
統

合
し
て
議
会
運
営
委
員
の
共

同
提
案
と
な
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

⑨
は
共
産
党
議
員
団
と
公

明
党
議
員
団
の
共
同
提
案
に

対
し
自
民
党
や
無
会
派
議
員

の
賛
同
を
得
ま
し
た
が
、
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
新
聞
、
テ
レ
ビ

で
も
「
異
常
」
な
報
道

が
氾
濫
し
、
国
民
に
真

実
の
姿
を
公
正
に
伝
え
て

い
ま
せ
ん
。

特
に
、
消

費
税
増
税
は
当
た
り
前
、

憲
法
違
反
を
平
然
と
繰
り

返
す
橋
下
市
長
を
「
改
革

の
騎
士
」
と
天
ま
で
持
ち

上
げ
る
と
こ
ろ
も
。

大
手
メ
デ
ィ
ア
は
政
府

か
ら
分
け
て
も
ら
っ
た
土

地
に
社
屋
を
建
て
、
欧
米

で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
テ

レ
ビ
と
新
聞
を
単
一
企
業

が
独
占
す
る
「
ク
ロ
ス
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
が
極
端
な

形
で
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
、

異
常
な
体
質
を
も
っ
て
い

ま
す
。

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
大

き
く
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

議
会
最
終
日
、
議
員
定
数

削
減
条
例
案
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は

反
対
し
ま
し
た
が
、
自
民
・

民
主
・
公
明
・
み
ん
な
の
党

な
ど
各
派
の
賛
成
で
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

石
村
議
員
が
行
っ
た
討
論

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
員
定
数
の
削
減
は
、
地

方
自
治
、
民
主
主
義
に
か
か

わ
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
３

点
の
理
由
に
よ
り
反
対
す
る
。

①
議
会
の
機
能
低
下
。

定
数
削
減
は
多
様
な
民
意
の

反
映
が
縮
小
傾
向
に
働
き
、

そ
の
こ
と
が
政
策
立
案
機
能

の
縮
小
に
つ
な
が
る
。

②
市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

弱
め
る
。

枚
方
市
は
中
核
市
へ
の
移
行

を
進
め
て
い
る
が
、
市
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
会
の
役
割

も
大
き
く
な
る
。
定
数
削
減

は
多
角
的
な
視
点
で
市
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
会
の
役
割

を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

③
中
核
市
、
大
阪
府
内
で
最

低
の
議
員
定
数
と
な
る
。

現
在
で
も
議
員
一
人
当
た

り
の
人
口
規
模
は
１
万
１
千

９
６
６
人
と
府
内
市
町
村
に

お
い
て
最
も
多
い
が
、
さ
ら

に
32
人
と
な
れ
ば
、
１
万
２

千
人
を
超
え
る
人
数
と
な
る
。

中
核
市
の
中
で
も
32
人
の
定

数
は
最
も
少
な
い
人
数
と
な

る
。
市
民
一
人
一
人
の
暮
ら

し
や
福
祉
を
増
進
し
、
そ
の

声
を
反
映
し
、
市
政
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
役
割
を
持
つ
議
員
の

数
を
こ
れ
ほ
ど
減
ら
す
根
拠

は
ど
こ
に
も
な
い
。

申込み用紙あります。

お問い合わせ等は党市事務所

または市会議員団まで

※2012年度の申込み受付は

４・６・８・10・12・２月です。

府営住宅の申込みは

４月２日～
16日です


